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清代䈕案に見る琉球漂流船の積荷
─砂糖を中心に─
岑　　　玲
The Freight of the Ryukyu Drifting Boats Based on Qing Dynasty Archives
─Centered on Sugar─
CEN Ling
Abstract
 Many Ryukyu boats were drifted ashore in coastal areas of mainland China 
from the 17th century through the late 19th century. You can refer to these 
historical documentation in the book 「Selected documentation of China-Ryukyu 
relations in Qing Dynasty」 which was public by China First Historical Archives. 
Lots of boat-drift cases are written in this book from Qianlong era to Guangxu 
era of Qing Dynasty.
 By studying cargo on board form those cases, various cargo type and forms 
of transportation can be found. 
 Because of the lack of Historical socioeconomic archives of Ryukyu Dynasty, 
without historical archives of Meiji dynasty or Qing dynasty, it is very diﬃ  cult 
to clarify the situation, such as socioeconomic life of the people of the Ryukyu 
Dynasty. So it’s necessary to use the historical archives of Qing Dynasty from  
Qianlong era to Guangxu era, it’s a time than more than 130 years form early 
18th century to late 19th century.
 According Qing Dynasty archives, it’s easily to ﬁ nd out where those Ryukyu 
boats set sail and where did they trying to transport those sugar. Focusing on 
sugar which those Ryukyu drifted boats carried, this thesis is trying to discuss 
sugar-producing area and transportation form in Ryukyu from Qing Dynasty 
archives.
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一　はじめに　
　17世紀から19世紀後半にかけて多くの琉球船が中国大陸の沿海部に漂着している。これらの
琉球船の漂着に関する史料としては中国第一歴史䈕案館が編集した『清代中琉関係䈕案選編』1）
などに見られ、清朝の乾隆時代から光緒時代までの時期に琉球船の清朝中国へ漂着したものは
多くを数える。特に乾隆時代について田名真之氏による「琉球船的漂流・漂著─以乾隆期的
事件為例─」2）の成果があり、琉球諸島間の運航に従事し琉球諸島の交通に多くの船が使われ
たことを明らかにされた。しかしながら田名氏は、琉球諸島から中国へ漂流した琉球船の積載
貨物の種類や数量ならびにその全般的な特性、それらの船がどのような運航されていたかなど
については明らかにされていない。
　ところが中国へ漂着した琉球船を調査した清朝の䈕案史料から、琉球国の漂着船の積載貨物
を詳細に検討すると貨物の種類等の特徴や琉球船の様々な運航形態が見えてくる。これらは琉
球王国時代の少ない社会経済史料を補完してくれる。たとえば琉球漂流船の最も数量が多かっ
たものは、琉球諸島から那覇の王府に進貢された米穀であった。このように清朝中国へ漂着し
た琉球船の積荷の米穀と綿布と芭蕉布から琉球国内における米穀等の流通事情が知られること
は既に明らかにした。3）
　そこで本発表は、中国へ漂着した琉球船に積載されていた砂糖を中心に、砂糖の生産地、輸
送形態などの問題について、清朝䈕案と言う外国史料から見た琉球王国の砂糖流通の状況につ
いて考察するものである。
二　清代中国琉球漂着船に積載された砂糖
　清代中国へ漂着した琉球船の中で、積載貨物の中に砂糖が搭載されていたことがわかる船に
 1） 『清代中琉関係䈕案選編』（中華書局、1993年 4月）の他に『清代中琉関係䈕案續編』（中華書局、1994年
5月）、『清代中琉関係䈕案三編』（中華書局、1996年 1月）、『清代中琉関係䈕案四編』（中華書局、2000年
9月）、『清代中琉関係䈕案五編』（中華書局、2002年 6月）、『清代中琉関係䈕案六編』（中華書局、2005年
3月）などがある。
 2） 田名真之「琉球船的漂流・漂著─以乾隆期的事件為例─」、『第八回琉中歴史関係国際学術会議論文
集』、琉球中国歴史関係国際学術会議編、2001年 3月、119-140頁。
 3） 岑玲「清代䈕案に見る琉球漂流船の積荷─米穀を中心に─」、『南島史学』、南島史学会、第75・76合
併号、2010年11月、55-72頁。
　岑玲「清代䈕案に見る琉球漂流船の積荷─綿布を中心に─」、『千里山文學論集』、関西大学大学院文学
研究科、第84号、2010年 9月、147-168頁。
 岑玲「清代䈕案に見る琉球漂流船の積荷─芭蕉布を中心に─」、『南島史学』第77・78合併号、2011年
12月、86-97頁。
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関する䈕案史料を抽出し、それを一覧表にしたものが表 1である。
○砂糖を積載していた琉球船の䈕案記録
①、乾隆二十五（1760）年五月十七日付の福州將軍杜圖肯奏琉球國遭風難民照例撫恤免稅摺
･･･訊據該國存留通事毛允恭開報，該難番山陽西表等三十六名，係琉球國太平山人，于
乾隆二十四年五月初十日載米，到中山王府交納。于十二月初九日駕回太平山･･･至本
年正月初二日飄到廣東潮陽縣地方･･･除水手高江冽一名病故外，現止三十六名･･･現
在安頓館驛，優加撫䬉 ･･･稟報該番船裝載皮箱、木匣、藥材、紙扇、線香、紙張、布
疋、茶葉、紅糖等物･･･4）
　乾隆二十四（1759）年五月初十日に太平山から中山（那覇）まで米を運ぼうとしていた
船には、36人が乗り組んでいた。この船は、琉球国王へ米を上納しようとしていた。乾隆
二十五（1760）年正月初二日に広東省の潮陽縣へ漂着した。この間船の水手 1名が病気で
亡くなった。彼等の出身は太平山であつた。この船には皮箱、木匣、藥材、紙扇、線香、
紙張、布疋、茶葉、紅糖などが積まれていた。
②、乾隆二十六（1761）年三月初三日付の暫署福州將軍印務明福奏琉球國貨船遭風照例撫恤免
稅摺
･･･查驗載有豆、糖等，詢據該船係琉球國太平山之船，配載該番黑嶋首里太屋子協目
指等，共四十二名･･････俱係屬嶋太平山人，於上年六月初八日在本嶋開船，裝載大小
米七百餘石，至六月十五日到王府交納。十一月二十日開船回嶋･･･於十二月十六夜飄
至定海縣地方･･･5）
　乾隆二十五（1760）年六月初八日に太平山から中山（那覇）まで大小米700餘石を運ぼう
としていた船には、42人が乗り組んでいた。この船は、琉球国王へ大小米を上納しようと
していた。十二月十六に浙江省の定海縣へ漂着した。彼等の出身は太平山であつた。この
船は豆や砂、糖を積んでいた。
③、乾隆五十五（1790）年七月二十六日付の山東巡撫覺羅長麟奏駛救琉球遭風民船摺
･･･青州府属之諸城縣知縣姚學㨗稟稱，本年六月二十七日･･･該管海口見有遭風海船
一隻･･･查詢船上水手人等共十六名，均係圓領大袖，言語不通･･･據寫大意，名䬙安
仁屋伊等，俱係琉球國中山王該管西村民人，裝載貨物，領照出洋，要往該國太平山公
穀島換粟，徒遇颶風將䳾船冲失･･･聽其飄流至此等語，隨檢查該船貨物，係茶葉五包，
鹽一百四十包，形色細白，與內地食鹽不同，紅糖三罈，䧣四罈，藥箱一隻，內裝枳𣒆
 4） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、72-73頁。
 5） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、80-81頁。
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等項藥料，小木匣九箇，內裝新舊圓領大袖衣服･･･購買現成小䳾船一隻，即日賞給，
代造大船䖀一根，准其乘坐原船，仍由水路還國，並請賞給大米五石作為口糧･･･6）
　乾隆五十五（1790）年に中山（那覇）から宮古島まで茶葉 5包、鹽140包、紅糖 3罈、䧣
4罈と藥箱 1隻と小木匣 9箇を運ぼうとしていた船には、16人が乗り組んでいた。六月二
十七日に山東省の諸城縣へ漂着した。彼等の出身は琉球国の中山であつた。
④、乾隆五十六（1791）年十月二十六日付の福建巡撫浦霖奏撫䬉琉球國遭風難民摺
據署福寧府知府周（燮～又＋火）稟報，琉球國遭風番民向開基等四十五人，被風飄泊
來閩･･･隨捐資撫䬉，委員護送來省･･･照例撫䬉安頓･･･譯訊得，向開基等俱係琉球
國那霸府人，管駕海船一隻，並無船照，隨帶腰刀五把，於乾隆五十六年七月間，裝運
藥材、糖貨等物，該國王差往北山德島，發交地方官收用。七月二十九日開船，通船四
十五人･･･八月十三日飄至霞浦縣三沙澳地方，經該縣查丞撫䬉，九月十八日委員護送
到省，安揷館驛，照例以安揷之日為始，每人日給米一升，鹽菜銀六釐，回國之日另給
行糧一個月，並照例每名加賞布棉酒肉煙麪等物･･･7）
　乾隆五十六（1791）年七月二十九日に那霸から徳之島まで藥材、糖貨等を運ぼうとして
いた船には、45人が乗り組んでいた。八月十三日に福建省の霞浦縣へ漂着した。彼等の出
身は那霸であつた。
⑤、乾隆六十（1795）年七月二十三日付の浙江巡撫覺羅吉慶奏撫䬉琉球國遭風難民護送赴閩摺
･･･據平陽縣知縣趙黻稟報，本年五月初六日，有琉球國夷船一隻，在洋遭風，飄至該
縣所轄琵琶外洋･･･勘明船身堅固，惟䖀篷多有損壞，船上番人五十一名，並沙糖、燒
酒等物･･･據寫供，名武良瑞，係琉球國宰領官，從本國那霸府領下沙糖、燒酒、鹽、
豚等物，遣往大島送官，帶有跟役九人，舵水等四十一人，於本年四月十六日開船，二
十一日在洋遇風，䖀篷傷損，隨風飄泊至此 ･･･照例妥為撫䬉，並派撥兵役小心防護
･･･8）
　乾隆六十（1795）年四月十六日に那霸から出港し大島まで「沙糖」すなわち砂糖の他に
燒酒、鹽、豚等を運ぼうとしていた船には、51人が乗り組んでいた。四月二十一日に難風
にあって、五月初六日に浙江省の平陽縣すなわち現在の温州の南の沿海に漂着した。彼等
の出身地は琉球本島の那霸であつた。
 6） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、215-216頁。
 7） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、230頁。
 8） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、274-275頁。
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⑥、嘉慶三（1798）年四月十五日付の福建巡撫汪志伊奏撫䬉琉球國遭風難民摺
･･･閩安鎮地方護送來省･･･譯訊，新垣等十五人，係琉球國那霸府等屬人，管駕海船，
奉差往八重山裝運糧米。於嘉慶三年二月初十日在那霸港裝載鹽巴，并各人隨帶黑糖茶
葉等物，於三月初二日放洋･･･漂收到閩･･･9）
　嘉慶三（1798）年二月初十日に那霸から中山まで鹽巴と黑糖や茶葉等を運ぼうとしてい
た船には、15人が乗り組んでいた。三月初二日に福建省の閩安鎮へ漂着した。彼等の出身
は那霸であつた。
⑦、嘉慶八（1803）年八月初八日付の江蘇巡撫汪志伊奏查明遭風之琉球難船護送至閩摺
嘉慶八年八月初七日，據江蘇･･･崇明縣具稟，有琉球國番船一隻，於七月二十日漂至
該縣･･･在船番民共三十人･･･詢明伊等係大琉球國中山王那霸府人，裝載黑糖十六萬
餘觔，於本年六月二十五日，開赴小琉球國換米。二十八日遭大東風，迷失海道，漂至
此處･･･10）
　嘉慶八（1803）年六月二十五日に那霸から大島まで黑糖16萬餘觔を運ぼうとしていた船
には、30人が乗り組んでいた。六月二十八日に難風にあって、江蘇省の崇明縣へ漂着した。
彼等の出身は那霸であつた。
⑧、嘉慶八（1803）年十月初九日付の浙江巡撫阮元奏撫䬉琉球國遭風難民摺
據臨海縣稟報，八月初七日･･･有琉球國遭風難番船一隻進口，會營查丞，該船內有難
番公宮里等四十八人･･･係琉球國那霸府四町村人，裝載黑糖二十五萬斤，本年七月初
八日由那霸府開行，要往鳥父世麻地方售賣。十二日･･･隨風漂流，遇見兵船，帶進海
門等情･･･11）
　嘉慶八（1803）年七月初八日に那霸から鳥父世麻まで黑糖25萬觔を運ぼうとしていた船
には、48人が乗り組んでいた。七月十二日に浙江省の臨海縣へ漂着した。彼等の出身は那
霸であつた。
⑨、嘉慶十五（1810）年三月二十四日付の福建巡撫張師誠奏山東省送到琉球國遭風難民照例撫
䬉摺
･･･譯訊得，馬文彪係琉球國首里府人，為該國五品官，因上年天旱缺糧，該國王差往
大島貿易糧米。通船原共五十二人，於嘉慶十四年六月十五日由那霸港開船，十八日在
 9） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、299頁。
10） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、354頁。
11） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、356頁。
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洋遭風，二十八日漂至山東榮城縣地方･･･黑糖･･･藥材･･･12）
　嘉慶十四（1809）年六月十五日に那霸から大島まで米を運ぼうとしていた船には、52人
が乗り組んでいた。六月十八日に難風にあって、二十八日に山東省の榮城縣へ漂着した。
彼等の出身は那霸であつた。この船には黑糖、藥材などが積まれていた。
⑩、嘉慶十七（1812）年九月二十二日付の福建巡撫張師誠奏琉球國遭風難民撫䬉摺
･･･譯訊得，照屋等三十八人，俱係琉球國那霸府人，坐駕海船一隻，經該國地方官差
往，裝載黑糖，赴該國寶島交納。嘉慶十七年八月十四日開駕，二十日在洋遭風･･･九
月初二日漂至閩省竿塘洋面･･･13）
　嘉慶十七（1812）年八月十四日に那霸から寶島まで黑糖を運ぼうとしていた船には、38
人が乗り組んでいた。この船は、琉球国の寶島へ黑糖を上納しようとしていた。八月二十
日に難風にあって、九月初二日に福建省の竿塘へ漂着した。彼等の出身は那霸であつた。
⑪、嘉慶十八（1813）年七月十一日付の福建巡撫張師誠奏琉球國遭風難民撫恤摺
･･･譯訊得，樂永儀等九名，俱係琉球國那霸府人，駕船一隻，經該國地方官差往八重
山載米，領有船照一張，隨帶棉花、黑糖、布疋雜物行李，於嘉慶十八年四月初十日開
船，在洋遭風･･･二十二日漂至台湾府芝葩里海邊･･･14）
　嘉慶十八（1813）年四月初十日に那霸から八重山まで米と棉花と黑糖と布疋を運ぼうと
していた船には、 9人が乗り組んでいた。四月二十二日に台湾の芝葩里へ漂着した。彼等
の出身は那霸であつた。
⑫、嘉慶二十一（1816）年九月二十九日付の浙江巡撫楊護奏琉球國遭風難民照例撫恤摺
臨海縣稟報･･･本年七月十八日巡至主山洋面，遇有琉球國遭風漂流夷船一隻･･･船主
名城･･･共二十一人，俱係琉球國那霸府西縣人，裝載烏糖，於七月初五日自本國開行，
欲往小琉球販賣。十二日在洋遇颶･･･15）
　嘉慶二十一（1816）年七月初五日に那霸から八重山まで烏糖を運ぼうとしていた船には、
21人が乗り組んでいた。七月十二日に難風にあって、浙江省の臨海縣へ漂着した。彼等の
出身は那霸であつた。
12） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、413-414頁。
13） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、455頁。
14） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、459-460頁。
15） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、493-494頁。
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⑬、道光十一（1831）年十月初八日付の浙江巡撫富䏆揚阿奏撫䬉琉球國遭風難民摺
據玉環同知･･･稟稱，八月二十五日･･･遭風船一隻･･･書寫名黎阿波，連船頭嘉敷，同
舵水共三十一人，俱是琉球國那霸府人，船內黑糖等物係中山王巡見之官人，載往大島
交卸。八月初一日那霸開行，十六日在不識名目洋面徒遭颶風･･･16）
　道光十一（1831）年八月初一日に那霸から大島まで黑糖等を運ぼうとしていた船には、
31人が乗り組んでいた。八月十六日に難風にあって、浙江省の玉環庁へ漂着した。彼等の
出身は那霸であつた。
⑭、道光二十八（1848）年十月十五日付の閩浙總督劉韻珂等奏浙江、江蘇二省送到琉球國遭風
難民照例撫䬉摺
又難夷梅長濱等八人，俱係琉球國那霸府人，坐駕小海船一隻，並無牌照、軍器，本年
五月初二日，奉差在那霸港開往本國屬八重山島地方，催運糧米。船內裝載食鹽、藍䧣、
砂糖，順赴該島售賣。初三日在洋徒遇大風･･･十三日漂收江蘇如皐縣･･･17）
　道光二十八（1848）年五月初二日に那霸から八重山まで米と食鹽と藍䧣と砂糖を運ぼう
としていた船には、 8人が乗り組んでいた。五月初三日に難風にあって、十三日に江蘇省
の如皐縣へ漂着した。彼等の出身は那霸であつた。
表 1　清代中国琉球漂着船に積載された砂糖数量表
西暦 中国暦 出帆地 目的地 漂着地 航海目的 人数 積　　荷
1760 乾隆25 中山 太平山 廣東潮陽縣 運糧返棹 37名 皮箱木匣藥材紙扇線香紙張布疋茶葉紅糖
1760 乾隆25 中山 太平山 浙江定海縣 納糧返棹 42名 豆糖等
1790 乾隆55 那霸 宮古島 山東諸城縣 運送關鹽 16名
茶葉 5包，鹽140包，紅糖 3罈，䧣 4罈，
藥箱 1隻，內裝枳𣒆等項藥料，小木匣 9
箇，內裝新舊圓領大袖衣服
1791 乾隆56 那霸 徳之島 福建霞浦縣 給地方官送物 45名 藥材糖貨等
1795 乾隆60 那霸 大島 浙江平陽縣 給地方官送物 51名 砂糖、燒酒、鹽、豚等物
1798 嘉慶 3 那霸 中山 福建閩安鎮 運糧 15名 鹽204包及黑糖茶葉
1803 嘉慶 8 那霸 大島 江蘇崇明縣 換米 30名 黑糖16万余斤
1803 嘉慶 8 那霸 鳥父世麻 浙江臨海縣 貿易 48名 黑糖25万斤
1809 嘉慶14 那霸 大島 山東榮城縣 貿糧 52名 黑糖藥材
1812 嘉慶17 那霸 寶島 福建竿塘 奉差交納 38名 黑糖
1813 嘉慶18 那霸 八重山 台湾芝葩里 運米 9名 棉花黑糖布疋
1816 嘉慶21 那霸 八重山 浙江臨海縣 貿易 21名 烏糖
1831 道光11 那霸 大島 浙江玉環庁 運送 31名 黑糖等物
1848 道光28 那霸 八重山 江蘇如皐縣 催運糧米 8名 鹽蘭䧣砂糖
16） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、691頁。
17） 『清代中琉関係䈕案選編』中華書局、1993年 4月、896頁。
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　以上のように清朝䈕案に見る中国へ漂着した琉球船の内で、明らかに積載貨物に糖、沙糖、
紅糖、黑糖、烏糖などの砂糖があった事例は14隻が知られる。この14隻の琉球漂着船の中国の
漂着地は、浙江省が 5件で36％、福建省が 3件で22％、山東省と江蘇省が 2件で14％、広東省
と台湾が 1件で 7％である。いずれの船も漂着後に福建省に送られ、船を修理し琉球国の朝貢
船に搭乗するか、もしくは伴走され帰国した。漂着船に積載していた荷物は清朝政府が購入し、
さらに清政府は中国滞在中の食品、衣料や銀または錢を支給してくれたのであった。
　これらの船が、中国の何省に漂着したかを表示したのが表 2である。
表 2　琉球船の漂着地
漂着地 件数 ％
浙江 5  36％
福建 3  22％
山東 2  14％
江蘇 2  14％
広東 1   7％
台湾 1   7％
合計 14 100％ 図 1　琉球船の漂着地
　上記の14隻の琉球漂流船には紅糖、糖、沙糖、砂糖、黑糖、烏糖などのように砂糖関連の貨
物が積載されていた。これら積載されていた砂糖を中心に以下考察したい。
三　清代䈕案に見る琉球船の積荷　
　清朝䈕案に見られる琉球漂流船の中で砂糖を積載した船は表 1の14例が見られるが、琉球国
における砂糖生産の状況について述べてみたい。
1）琉球における砂糖の産地
　琉球王朝時代の社会経済史料は極めて少ない、明治以降の編纂史料や清朝䈕案史料に依拠し
なければ琉球王朝時代の民衆の社会経済などの生活情況を明らかにすることが極めて困難であ
る。そこで明治以降に日本政府が編纂した琉球王朝時代の農業史料を収めた『近世地方経済史
料』や1926年の鉄道省の『重要貨物情況』などに収録された資料を演繹し、さらに18世紀前半
から19世紀後半までの130余年間、すなわち清朝の乾隆期から同治期までの間に中国に漂着した
琉球の漂着船を調査した清朝䈕案史料を利用する必要がある。これらの史料を総合することで
琉球王国時代の社会経済の姿が見えてくるのである。
　康熙三十六（1697）年十一月の「中頭法式帳」によれば、「砂糖、欝金（うこん）百姓頭高に
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應し被作立、砂糖は百姓一人に四斤六十目」18）とあり、琉球王府は百姓一人あたり 4斤60目の生
産額を定めていたことが知られる。
　咸豐十（1860）年正月の「公義より仰渡日記書拔」によれば、「近年燒過砂糖多御拂直成相下
り及御不勝手に申間、例相宜敷地減少方吟味を宜可や上旨被仰渡役人中へも吟味させ私共や談
申處、諸間切并伊江島砂糖之儀、去亥年御相用申所も有之･･･自から燒過砂糖出來少御拂宜成
相進可やと奉存申･･･御國元上納より相成申砂糖之儀･･･右砂糖七十五萬斤之分は、以前の通
一統差付被仰付申は、夫丈輔助相成、砂糖上納辨達方之支相成間敷と存や申･･･右之通相濟申
間、委曲得其意砂糖燒出方之儀、兼て日賦差出置申通相仕舞･･･富里親雲上」19）とある。この記
述から那覇王府へ砂糖が上納されていたことがわかる。
　道光十五（1835）年九月の「砂糖日記」によれば、「砂糖六千四百六十四斤五合五勺八才･･･
富里親雲上 砂糖奉行」20）とあり、また道光十九（1839）年四月の「砂糖日記」に、「砂糖之儀、
當冬燒出より御免被仰付申條･･･與那原親雲上 砂糖奉行」21）などとあり、琉球国では砂糖の生
産を監督する砂糖奉行などの役職が設けられ、砂糖を増産する体制があった。
　咸豐九（1859）年の「南風原間切惣耕作當日記」によれば、「一耕作當䮒惣山當山のオヒヤ與
座川水道當那霸港川頭高羽地川原當伊江島格護當御嶽當白砂糖燒鍛治細工船ハキ細工船筑御位
寄書䮒代合之時付屆。･･･一砂糖之儀、大切成御拂物に而、荻手入方何分仕申段」22）とあり、同
年（1859）の「南風原間切惣耕作當日記」に、「一砂糖燒出之儀、兼而日賦を以や出申通、屹と
下知方を以燒仕廻、首尾可や出事」23）などとある。このように琉球国の多くの地において様々な
砂糖の製造技術についても書かれている。
　同治九（1870）年の「南風原間切總惣耕作當日記」によれば、「一砂糖荻草䮒こやし用方入
意、左申而新古差分」24）とあり、また光緒三（1877）年の「南風原間切惣耕作當日記」に、「一
砂糖荻鍬草䮒こやし用方等入念、左候而新古差分」25）などとある。その結果砂糖に関する琉球各
地の土壌改良などの様々な方法が試行されていたことがわかる。
　『明治前期産業発達史資料』によれば、「黑糖 沖縄、大島諸島及鹿兒島に產する黑色固形の樽
18） 「砂糖日記」、『近世地方経済史料』吉川弘文館、1958年、第九卷、琉球、產業制度資料前編、第一卷土地
制度、44-45頁。
19） 「公義より仰渡日記書拔」、『近世地方経済史料』第九卷、42-43頁。
20） 「砂糖日記」、『近世地方経済史料』第九卷、44頁。
21） 「砂糖日記」、『近世地方経済史料』第九卷、44頁。
22） 「砂糖日記」、『近世地方経済史料』第九卷、63-68頁。
23） 「砂糖日記」、『近世地方経済史料』第九卷、81頁。
24） 「砂糖日記」、『近世地方経済史料』第九卷、86頁。
25） 「砂糖日記」、『近世地方経済史料』第九卷、91頁。
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入糖であって」26）とあり、毎年の11月から翌年の 6月までは沖縄における産糖の季節であった。27）
　日本の砂糖生産量については、「砂糖全生產額の八割五億五千四百萬斤は臺灣に産し、二割即
ち一億四千二百萬斤は內地に産す、内地生産額の六割三分九千萬斤は沖縄に、一割五分二千百
萬斤は大島に産す」28）とあるように、大正時代（1912-1926）において砂糖の生産額の80％は台
湾産で占められ、残りの20％が日本の国内産であった。しかもその20％の中の63％が沖縄産で、
15％が奄美大島産であった、沖縄と奄美大島のみで日本国内産の80％に近い量を占めていたこ
とがわかる。この事実からも琉球王朝時代の砂糖生産額が多かったことは確かであろう。明治
時代（1868-1912）における沖縄の砂糖の取引は、「黑糖は沖縄、大島等にて、赤糖は臺灣にて
舊式の製造方法に依り農家にて製造されるものである」、「其取引経路は問屋が製造業者たる沖
縄、大島等の農家に註文を發して買ひ集め、小問屋を經て又は直接は小賣商に賣渡すのであ
る」29）とあるように、製造者である農家が製造した砂糖を問屋が買い集め、それを小問屋や小売
業者に販売する形態で消費者に販売される過程を経なければならなかった。明治時代の沖縄で
も砂糖の生産者─問屋─小売業者─消費者と複雑な流通形態が存在していた。当然琉球
王国時代でも同様であったと考えられる。
　『明治期各府県産業実態調查報告』によれば、「又砂糖ノ輸出季ニ際シテは更ニ臨時船二、三
艘ヨ增加スト云フ縣內交通ニ於テハ宫古、石垣其他本島附近ノ離島ハ政府ノ保護ニ屬スル汽船
ヨ以テ一箇月一回乃至三、四回ノ航海ヨ為セリ」30）とあり、明治時代の沖縄では砂糖の搬出時期
になると臨時船が増便され、沖縄県内の宫古、石垣や沖縄本島そして附近の離島には汽船が一
ヶ月に数度航行するなどの状況であったから、琉球王国時代においても砂糖生産額が多かった
ことがわかる。
　以上の明治期の記録から砂糖の生産額は、沖縄と奄美大島のみで日本国内産の78％と八割近
い数字を示し、奄美大島が琉球国の主要な砂糖の生産地であったことが推論される。しかし江
戸初期に奄美大島は薩摩藩の治下に入る。このように琉球国内には一般的に砂糖製造の伝統が
あり、砂糖の生産量が多かった。特に砂糖は琉球国の重要な物産一つであった。また明治時代
の沖縄では、砂糖の生産者─問屋─小売業者─消費者と複雑な流通形態が存在し、砂糖の増
産体制や砂糖の搬出時期に臨時船が増便される体制や奄美大島の砂糖を日本国内に供給体制な
26） 「塩・砂糖・酱油・味噌ニ関スル調查（鉄道省運輸局）大正十五年」、『明治前期産業発達史資料』別冊、
明治文献資料刊行会、1971年 8月、重要貨物情況第九篇、 8頁。
27） 「塩・砂糖・酱油・味噌ニ関スル調查（鉄道省運輸局）大正十五年」、『明治前期産業発達史資料』別冊、
明治文献資料刊行会、1971年 8月、重要貨物情況第九篇、26頁。
28） 「塩・砂糖・酱油・味噌ニ関スル調查（鉄道省運輸局）大正十五年」、『明治前期産業発達史資料』別冊、
明治文献資料刊行会、1971年 8月、重要貨物情況第九篇、15頁。
29） 「塩・砂糖・酱油・味噌ニ関スル調查（鉄道省運輸局）大正十五年」、『明治前期産業発達史資料』別冊、
明治文献資料刊行会、1971年 8月、重要貨物情況第九篇、41頁。
30） 「中国・四国・九州・沖縄」、『明治期各府県産業実態調查報告 4』、東洋書林、1994年、670頁。
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ど整備されていたことがわかる。
2）琉球国内における砂糖の流通
　清朝䈕案に見る琉球国の漂着船の記録から、琉球船が砂糖を積載してどこから出帆し、どこ
まで砂糖を輸送しようとしていたかは次に表 3、 4から明らかにすることができる。
　出発地であるが、「那霸」から出発した船は12隻で全体の86％、「中山」からは 2隻で14％と
なる。但し「中山」は琉球王府を指し、その港は那覇港であるから、史料の那覇と中山を合算
すると14件と全てを占めている。次に琉球船の渡航地としての目的地を探ると、大島は 4件で
全体の29％を占め、八重山は 3件で22％、太平山が 2件で10％、宮古島、徳之島、中山、鳥父
世麻と寶島が 1件で 7％となる。ここで注目されるのが大島である。
　清光緒九（1883）年刻本の『琉球地理小志并補遺附説略』によれば、「物產有五䖫、蔬菜、燒
酒、甘蔗、砂糖、蕃薯 ･･･」31）とあり、砂糖は琉球国の重要なの物産一つであった。琉球国の砂
糖の生産量が多かった。また『琉球地理小志并補遺附説略』によれば、「諸島皆有砂糖之利，而
亦稱德島為最大島」32）とあり、琉球国では各地で砂糖が生産されていたが、とりわけ生産量が多
かったのが奄美諸島の徳之島であったことは、清朝中国人にも認識されていた。このことから、
奄美大島が琉球国の主要な砂糖の生産地であった。のちに薩摩がこの奄美大島の砂糖を国内に
供給する体制を整備していた。33）
　『琉球国志略』卷十四によれば、「貨之屬 絲 棉 綢 ･･･蠟燭 椶 糖 煙 扇･･･松紋 硫䜳」34）と
あり、当時の貿易品の中に、砂糖があった。砂糖の生産量はかなり多く、他地域への貿易用と
して余裕があったことがわかる。
表 3　琉球船の出帆地
出帆地 件数 ％
那霸 12  86％
中山  2  14％
合計 14 100％
図 2　琉球船の出帆地
31） 『琉球地理小志并補遺附説略』、『国家図書館藏琉球資料續編』上冊、北京図書館出版社、2002年10月、694
頁。
32） 『琉球地理小志并補遺附説略』、『国家図書館藏琉球資料續編』上冊、694頁。
33） 松下志朗、下野敏見編『鹿児島の湊と薩南諸島』吉川弘文館、2002年11月、122-123頁。
34） 翰林院侍講臣周煌恭輯『琉球國志略卷之十四』、『国家図書館藏琉球資料匯編』中冊、北京図書館出版社、
2000年10月、1133-1152頁。
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表 4　琉球船の入港地
目的地 件数 ％
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大 島  4  29％
八 重 山  3  22％
太 平 山  2  14％
宮 古 島  1   7％
徳 之 島  1   7％
中 山  1   7％
鳥父世麻  1   7％
寶 島  1   7％
合　計 14 100％ 図 3　琉球船の入港地
四　おわりに
　上述のように琉球王朝時代の農業生産に関する記録から、琉球国内の多くの地において砂糖
が技術改良され、また土壌改良などの様々な方法が試行され生産されていたことが知られる。
さらに清代中国への漂着琉球船の積載貨物の分析によって、琉球王朝時代において砂糖は、琉
球王府の命令で砂糖が那覇にある王府へ上納品とし、または琉球諸島の他地域への交易用とし
て琉球船により海上輸送されていた事実が明らかになった。このように琉球国内には一般的に
砂糖の製造の伝統があり、その砂糖製造物の輸送に琉球船が大いに関係していたことを清代中
国へ漂着した琉球船の積荷に見られる砂糖が物語っていると言えるであろう。清代中国の䈕案
の検討によって琉球王国時代の社会経済事情の一端が具体的に明らかにすることができると言
える。
